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は じ め に
日本国内をはじめ，北海道内においても江
別市の子どもの体力低下が指摘されている
（大宮ほか，２０１０；竹田ほか，２０１０）。本研
究は，昨年度に引き続き「江別市内における
児童生徒の体力向上に関する実践的調査研究」
を行うにあたり，さらなる基礎資料を得るた
め，小学校の体育授業に力を入れている千葉
県の八千代市内の小学校の取り組み内容につ
いて調査を行った。調査視察として平成２２年
１月２８日（木）に千葉県八千代市立西高津小
学校における第２５回体育公開授業「よりよい
体育授業の創造＜＜できる・わかる・かかわ
る体育をめざして＞＞」に参加した。以下に
児童の体育授業の取り組みに関する内容を報
告し，江別市における児童の体力向上に対す
る取り組みの課題についても考察する。
１．八千代市立西高津小学校について
西高津小学校は、児童数４９２名（学年平均
約８０名）の中規模な小学校であり，昭和５４年
当時の校長が体育に力を入れ，八千代市の小
学校の中でも３０年間体育強化校として伝統校
となっている。
西高津小学校は，平成２０年度より「体力づ
くり推進モデル校」の指定を受け，体力向上
に取り組んでいる。そして，新体力テストに
おいて，得点が「Ｅ」，「Ｄ」の児童を「Ｃ」
以上になるように取り組んでいる。
２．西高津小学校における２１年度の体育授業
の研究計画
 新学習指導要領を意識した授業づくり
について
○ １～４年生は「基礎学習（感覚づく
１）北翔大学短期大学部こども学科 ２）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
３）北方圏生涯スポーツ研究センター ４）北翔大学大学院生涯学習学研究科修士課程
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り，動きづくり，基礎的な運動の習得）
の時期」，５・６年生～中２は「探求
の時期（めあて設定，運動の習得）」
とする学習指導。
○ ２学年のユニット（「１・２年」，
「３・４年」，「５・６年」）を生かし
た学習指導
○ カリキュラム構成の工夫（２学年ユ
ニットを生かして）
○ 低学年からの「体力つくり運動」を
意識した学習指導（動きづくりの運動・
体ほぐしの運動を中心として・・・）
○ ３年生からの「器械運動」に対応で
きる学習指導（１・２年生は，特に基
礎的な力や感覚づくりのための指導）
○ 「基礎感覚学習（感覚づくりに焦点
を置いた学習）」→「基礎を高める学
習（基礎感覚をもとに，すべて子ども
に基本的な技に取り組ませる学習）」
→「挑戦（課題選択）学習」の学習過
程モデルを生かした学習指導
 確かな「体育の学力」を身につけさせ
ることについて
「体育の学力」・・・究極的には，運動
への価値的態度（生涯にわたって運動・
スポーツに親しむ態度）ととらえる。
★実践では，「知識（イメージを持つ・わか
る・知る・気づく）」をベース（基礎・土
台）とし，教材を通して，「できる」「わか
る」「かかわる」を効果的に関わり合わせ，
価値的態度の育成に努める。
３．本研究会の取り組み
本研究会では，「かかわる」ことに研究重
点が置かれ，児童の目標において，基礎感覚
学習では「友達が正確に運動ができているか
関わる」，基礎を高める学習では「さらに高
めるための方法を理解し，関わる」，挑戦学
習では「技能ポイントを助言して関わる・練
習方法を助言して関わる・図や資料を使い，
関わる」であった。
取り組み内容の概要を以下にまとめる。な
お，雨天のため，全て体育館での授業であっ
た。
①１２：５０－１３：１０
●１年生 宝とりゲーム（写真１）
チーム対抗で宝とり！攻めでは鬼をか
わしたりかけぬけたりして宝をとり，守
りでは相手の動きをよく見てつかまえ宝
を守る。
●２年生 はしごドッジボール（写真２）
２対２の攻守交替制でゲームを行い，
勝って上のステージを目指していく。息
つく暇なくボールを次々に投げる。
②１３：１５－１３：３５
●５年生 ハンドボール
シュートチャンスをつくるためにみん
なで課題をつかみ解決して，みんなが活
躍できるハンドボールを目指す。
③１３：４０－１４：０５
●４年生 西高津ボール（写真４）
セストボールとコーフボールを合わせ
て西高津小で作ったゲーム。攻めと守り
に分かれ，チームで協力してパスをつな
ぎ，空いているスペースをうまく見つけ
てパスをもらい，ゴールを目指す。
④１４：１０－１４：３５
●６年生 バレーボール
チーム全員がアタッカーになれるキャッ
チアタックバレー。勝利を目指して，み
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写真１ 宝とりゲームを取り組む小学校１年生
写真２ はしごドッジボールの説明（上）とウォーミングアップとしての鬼ごっこ（下）
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んなでつないで，アタックする。
３．授業以外での運動・運動遊びへの取り組
み（第２５回体育公開研究会研究紀要学習指
導案集などから）
 朝運動
登校時間は７：３０～８：１０であり，早く登校
する児童は７：３５にはグランドへ出てきて運
動遊びをしている。先生たちも子どもたちと
一緒に外で遊び，常にグランドは賑やか。朝
の余暇時間で２０～３０分の運動遊びをしている。
 業間体育（１０：１５～１０：４０）
２校時と３校時の業間に２０分間体育を行っ
ている。学級ごとの運動遊びがメイン。
写真３ ハンドボールに取り組む小学校５年生（上）と工夫されたゴール（下）
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○月曜日～木曜日
・学級ごとに運動遊び
・体力づくり運動（柔軟運動，体づく
り運動など）
・２０秒間全力走
○金曜日
・縦割りグループによるなかよし班活
動（６年生がリーダー）
・タイヤ跳びジャンケン，増やし鬼，
リレー，ドッジボールなど
 昼休み（１２：５５～１３：１５）
朝同様に外遊びを推奨している。
 年間行事としての取り組み
・運動会で行うなかよし班対抗長縄くぐ
写真４ 西高津ボールに取り組む小学校４年生と（左）その説明が記述されたボード（右）
写真５ バレーボールに取り組む小学校６年生（左）とその説明が記述されたボード（右）
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り（５月）
・学年スポーツ大会（学年計画による）
・マラソンタイム（１ヶ月間）
・マラソン記録会（１１月）
・新体力テスト（異学年で小グループを
作り実施する）
・なかよし班（縦割り班）対抗長縄大会
（２月）
・なわとび（短縄）奨励期間
 ダイナミックな遊具（写真６）
・手作りである → 作った先生方の魂
を吹き込む。
ま と め
竹田ら（２０１０）は，東広島市内の小学校で
取り組まれた体力向上に関する事業について
視察調査を行った結果，江別市における児童
写真６－１ ダイナミックな遊具
写真６－２ ダイナミックな遊具
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の体力向上に向けての取り組みに対する提言
として，下記の５つを挙げている。
１．全校規模での取り組みの実施の重要性
２．家庭・地域との連携の重要性
３．体力テストの実施
４．子どもがいつでも気軽に運動することの
できる環境の整備
５．長期的な取り組みの実施の必要性
この５つは，今回視察した八千代市西高津
小学校においても，授業以外での運動・運動
遊びの取り組みにおいてこれまで３０年間の中
で行われているものであった。これらの取り
組みは，ある地域に特化したものではなく，
児童の体力を向上させるという成果を得るた
めの一つの共通した方策であると言える。し
たがって，江別市の児童の体力向上事業にお
いて良い成果をあげるためには，東広島市お
よび八千代市の小学校で行われていた取り組
写真６－３ ダイナミックな遊具
写真６－４ ダイナミックな遊具
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みを参考に運動プログラムや指導内容を構築
して行く必要がある。
今回の西高津小学校の公開授業は２０１２年か
ら施行される新学習指導要領（文部科学
省，２００８）にもとづいた授業実践であり，研
究会でもあるため各学年の担任が綿密に授業
計画をされ，しかも雨天ということ運動場で
開催されるはずだった授業が急遽体育館へ変
更となり，それぞれの学年の授業が２０～３０分
以内と短いものであったため，教師の指導方
法や児童の活動の仕方に工夫が凝らされてい
た。一方，体力向上を直接のねらいとした取
り組みではなかったが，今後江別市内の児童
の体力向上事業の方策内での指導方法につい
て参考になることがいくつかみられ，以下に
３点を挙げる。
１）低学年において，特に体を動かすことが
好きになるような運動を体験させて様々
なスポーツに生かせるような基礎的な動
きを身に付けさせ，その経験をもとに中
学年・高学年へ運動を発展させていくこ
とが必要である。
２）子どもたちのたくさんの運動量を確保す
るための指導や教師の説明時間を考慮す
る必要がある。
３）子どもたちが自ら考えて運動ができるよ
うな指導者側の言葉がけを工夫する必要
がある。
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